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盛岡大学・盛岡大学短期大学部　資料請求における個人情報の取扱いについて　
　ご提供いただいた個人情報は、学内で管理し、大学案内や願書、オープンキャンパスの案内等本学の情報の
発信のため以外には使用しません。学内資料作成のために個人を特定しない形で、統計的な調査に使用する場
合があります。
　今後、本学からの資料の発送等の情報提供が不要の場合は本学入試センターにご連絡ください。
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令和６年度　入学試験問題出題者講評
学校推薦型選抜　小論文（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　問 1は、課題文（「論考 2023「自考」深める大切さ　生成AIの活用いかに」隠岐さや香）中の筆者の考え
る課題を 200 字以内にまとめるものである。課題文において筆者が挙げる主要な課題は次の通りである。①
生成AIの技術により、インターネット上にある多くの人のアイデアや文章、画像を断わりなく学習して提
供することで、いつの間にか著作権侵害をしてしまうことをどのように解決するか。②生成AIを成長させ
るため、賃金が安い国の労働者を酷使して膨大な手作業を行わせ、結果として搾取することをどのように解
決するか。③生成AIを使ったサービスはコンピューターに膨大な計算をやらせることで、熱や二酸化炭素
を発生させ、このことで温暖化問題が深刻となり自然環境に負荷を与えることになってしまうことをどのよ
うに解決するか、である。以上 3点について、これら論点を的確に読み取り、論理的な整合性をもって要約
することが必要であった。
　問 2では、「生成AI」についての自身の意見を 400 ～ 500 字で述べることが求められた。課題文を踏まえ
た上で、その主張に対する賛否や、論点をさらに発展させるような内容を論理的かつ説得力をもって論じら
れるかに注目した。また例年と同様、誤字・脱字や文法上の誤りも採点対象とした。

２　採点後の講評
　2つの設問を総合した平均得点率は 71%であった。得点率が 6割以上の解答は全体の 80%を超え、全体的
に高得点であった。しかし設問の意味を捉えられず、得点率が 5割未満の解答も少数存在した。設問ごとに
見ると、問 1では、要点を的確に把握している解答が多く、その点ではあまり問題がなかった。しかしそれ
を文章としてまとめる段階で不備があり、結果的に誤答となる例も見られた。問 2では、筆者の主張に同意
する解答のほかに、異なった視点から自分の考えを述べる解答も見られた。何れの場合にも理由を明示して
自らの意見を展開する解答は評価が高かった。一方、生成AIの本質を誤って認識し、その結果、生成AIと
は無関係な事例について述べる解答もあり、その場合は評価が低くなった。課題文をよく読み、それぞれの
言葉について適切に読み取ることが重要である。
　昨年と同様であるが、日頃から根拠をもって事実に対する主張をすること、理由と結論に一貫性をもって
自分なりに考えることを習慣づけてほしい。また誤字・脱字や不要な読点も散見されたため、書くことに関
する基本的な学習も心掛けてほしい。

学校推薦型選抜　小論文（栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　問題形式は、問題文および資料（図）をふまえて解答させる資料提示型をとった。問では、短い睡眠時間
と健康に関する問題文、日本人の睡眠時間および睡眠による休養が取れていない人の割合に関する２つのグ
ラフをふまえて、「日本人の睡眠の現状」および「わが国においてどのようなことをすれば睡眠による休養
を十分にとることができるか」について、400 字以上 500 字以内で自分の考えを書くことを課した。その際、
問の意図を踏まえ自分の考えを適切に展開できているかを評価した。問の意図を踏まえていない場合、解答
が未完成あるいは字数超過・不足の場合は 0点としたほか、主語・目的語・述語の対応、副詞、形容詞の使
い方の誤り、文意が不明となるような文章構造上の誤り、文体の不統一、原稿用紙の誤用、誤字・脱字、送
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り仮名の誤り、話し言葉の使用、不適切・不明瞭な文字表記がある場合は減点した。

２　採点後の講評
　問では、問題文と図をふまえたうえで、日本人の睡眠について、健康上好ましくないとされる６時間未満
の者、睡眠で十分な休養が取れていない者の割合が多いという現状を述べ、さらに「どのようなことをすれ
ば睡眠による休養を十分にとることができるか」について、制限字数内で自分の考えを述べる必要があった。
例えば、「国民の理解を得るために、アプリなどのCMで睡眠の大切さを積極的に普及・啓発すれば、無関心
層へにも自然に刷り込まれる効果が期待できる」、「国が予算を投じて睡眠記録アプリを開発し、睡眠を６時
間以上取った場合に換金可能なポイントが付与される仕組みを作って活用を推奨すれば、お得感から行動変
容につながる」などが考えられる。解答では、問の意図をふまえて適切に自分の考えを展開していたものが
あった一方、問題の意図を踏まえていない、考えの根拠（理由）の説明がない、論旨が不明確である、段落
構成が無いなど、内容の吟味が不十分なものもみられた。なお、受験生の平均点は 43.1 点であった（70 点満
点）。

総合型選抜（併願制）　小論文（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　この小論文問題では、情報技術（IT）の普及に伴うコミュニケーションの多様化と文章語の重要性につい
て論じた文章の要点をとらえること（問１）、さらに、課題文の要点及び図で表現されている内容をふまえ
ながら、うまく相手に伝わる文章の作成について、受験者自身の考えを論じることを求めた。課題文はイン
ターネットが普及し始めた 2002 年に書かれた文章であり最新の情報ではないものの、課題文の論旨となる文
章語の重要性や情報技術（IT）の影響に関する問題提起は今日にも十分に通用するものである。
　問 1は、課題文から読み取れる筆者の考えを 150 字以上 250 字以内にまとめることを課し、読解力及び規
定の字数で要約する能力を問うた。問 2は、課題文と図をふまえて、自分の考えを 400 字以上 500 字以内で
述べる問題であり、課題文と図の両方の要点を押さえた上で自分の考えをまとめる能力を問うた。
　問 1では、4つの要点が押さえられているか（伝達機器が発達しても文章語の効果や価値は低下せずむし
ろ文章によるコミュニケーションは効果的に多様になっている、ITの進展は目覚ましくよいこともある、文
章で表現する力や感覚を摩滅させる面もあり人間の発想や心情をやせ細らせてしまう、IT機器の性質をよく
理解し従来の方法と組み合わせて文章表現力を高めてほしい）、要約文が全体として整合性をもっているかを
評価した。 問１、問２とも、誤字、脱字や、送り仮名の誤り、不適切な表記は、減点の対象とした。

２　採点後の講評
　70 点満点で、最低点は 40 点、最高点は 64 点であった。平均点は 50.78 点で約 73％の正答率であった。問
１では多くの受験者が一部の要点を押さえていたものの、すべての要点が適切に押さえられていない解答は
減点の対象となった。 特に、文章語の重要性、ITの優れた点、悪影響、この三つの柱と互いの関係性につ
いて的確に押さえられている回答は少なかった。
　問２では、課題文の要点をまとめることに注力してしまい、自分の考えが曖昧になってしまった解答は得
点が伸び悩んだ。他方、自分の考えが明確に表現され、独自の論を展開できている解答は高得点となった。
また、図に表現されている大学生・高校生の実態にまったく触れていない解答は減点の対象となった。課題
文だけではなく、図の内容にも十分に注意して解答してほしい。
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一般選抜　国語（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　「国語総合」の内容からの出題。問題は〔一〕〔二〕の大問二つから成るが、〔二〕については（甲）と（乙）
に分かれる。〔一〕と〔二〕の（甲）は近代以降の文章から、（乙）は古典分野（古文・漢文）からの出題で
ある。〔一〕の解答は全受験者に必須であるが、〔二〕は（甲）と（乙）のいずれか一方を選んで解答すれば
よい。出題の傾向は例年とほぼ同じである。〔一〕と〔二〕の（甲）は漢字の読み・書き問題から始まり、本
文中の表現の意味を問う問題、さらに文章内容の読解力を試す問題へと進む。〔二〕（乙）の古文・漢文も文
章内容が正確に読み解けているかどうか試す問題が中心である。古文ではこれまで、文法ないしは敬語関連
の問題のどちらかが出題されてきたが、今回は敬語に関するものであった。文学史問題も例年通り出題され
ている。また漢文では本文中の漢字の読みを問う問題があった。その中に再読文字に関するものもあったが、
同様の出題はこれまでもしばしば行われている。問題全体を通じて平易な設問が多く、読解力を中心とした
国語の基礎的な力があれば十分に対応することができるであろう。

２　採点後の講評
〔一〕
　小川洋子の小説『かわいそうなこと』からの出題。シロナガスクジラ、ツチブタ、一人だけ名前を記しても
らえない写真の女性。主人公の「僕」は巷にあふれる「かわいそうなこと」をノートに記録することで彼ら
を慰めようとする。「僕」の心情とともに、「かわいそうなこと」として「僕」にリストアップされる事柄の
共通点を読み取りたい。問一は漢字の書き取り問題。五問とも正しい字を書けている答案は少なかった。問
二は本文中の語句や表現の意味を問う問題。三問ともに正答率は高かった。問三はノートを広げる時の「僕」
の心情について問う問題。問四は動物図鑑でツチブタの説明文を見た時の「僕」の心情について問う問題。と
もに正答率は九割前後あり、よくできていた。問五は図書室の「先生」と対話した際の「僕」の心情につい
て問う問題。正答率は五割に満たず、低かった。同年代の級友をはじめとした周囲の人間は誰も「僕」の関
心事である「かわいそうなこと」に興味を示しておらず、「僕」はそのことに優越感と寂しさを抱いている。
「僕」は、かつて自分を評価した「先生」であれば「僕」の関心にも理解を示してくれるかもしれないと期
待していたのである。問六は動物園のツチブタに対する「僕」の考えを問う問題。正答率は四割程度で、低
かった。「僕」は、控えめな姿勢に徹しながら陰で逆境に耐えるツチブタを、動物園の花形であるライオンや
象などよりも高尚なものとして評価している。「譲ってやっているのだ」という表現に注意。問七はゴシップ
誌の写真を見た「僕」が何を「問題」としたかを問う記述式の問題。完全な誤答ではないが、本文中の「一
人置いて」という表現の意味を具体的に説明せずにそのまま引用している答案が目立った。これは写真の下
に順に書かれていた名前が、一人分だけ飛ばされて記されていないことを意味するものである。問八はノー
トに対する僕の心情について問う問題。正答率は七割以上あり、高かった。

〔二〕
　（甲）田口茂『現象学という思考』からの出題。普段、類型の中を生きているわれわれが否定的経験に直面
するときに「自我」が呼び出される。抽象的な内容を的確に理解して解答する必要があるが、内容自体は難
しくない。問一は漢字の読み書き問題。正答率は総じて低かった。（ウ）の「ドレイ」は正確に字形を覚え
て、一画一画丁寧に書いてほしい。問二は本文中の意味を問う問題。よくできていた。問三、問四の正答率
は八割以上。よくできていた。問五は傍線部と同じ意味の内容を抜きだす問題。傍線部は「自明的な経験の
なかに没入していた私」であり、「ただ経験が自己展開していた」では、「私」に相当する内容が含まれてお
らず、不十分な解答である。問六の正答率は七割。③を選ぶ誤答が見られたが、「秘められた自分の可能性」
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とは本文で言っていない。問七の正答率も七割程度。④を選択する誤答が二割あったが、「明確な因果関係の
もとで成り立っていると思い込み」が本文にない。問八の正答率も七割。全体的によくできていた。

　（乙）（古文）は『十訓抄』からの出題。賀茂神社の宮司の娘を妻としていた禅師の君のもとに、高貴で裕
福な姫君との縁談が持ち込まれる。妻がいながらも、縁談に乗り気になっている禅師の君の心中を丁寧に読
み取りながら解答したい。問一は口語訳問題。⑴の正答率は七割近いが、⑵の方は四割にとどまる。「～まま
に」が「～するとすぐに」の意を表す表現だと見抜けないと正解を導きにくい。問二、問三、問四といずれ
も正答率は低かった。問二は敬語問題。敬意が向けられる相手が誰なのか、ということに関する問題はよく
出題されている。問五、問六ともに正答率は五割程度。問六のような問題に正解するには、本文内容と選択
肢の内容とを綿密に照合することが求められる。直感的に解答するのは慎むべきであろう。問七は文学史問
題。設問中に示された表現自体が、何という作品から引用されたかわからなくても、「鴨長明が著した随筆作
品」という記述により、正答は③と導ける。七割以上ができていた。なお、②も長明作であるが、こちらは
説話集である。
　（漢文）は『史記』からの出題。話術にたけた淳于 が、政治を疎かにしている斉の威王を隠語（謎かけ）
で諫める場面。問一は漢字の読みを問う基礎的な頻出問題。問二は再読文字「未」がある白文に返り点（一・
二点）を付す問題。問三は再読文字が含まれる文の書き下し文を選択する問題。「且」の読みが分かるかが
鍵。問四は指示代名詞「之」が指し示すものを本文から抜き出す問題。送り仮名「ニ」に着目。問五は隠語
中の大鳥と王の関係に気付けば、容易に正答を選択できる。問六は内容合致問題で、本文を正しく読解でき
ていれば、誤答に惑わされることはない。漢文の出題内容は平易であり、各問とも正答率は高かった。

一般選抜　理科（栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　理科の問題は、いずれも教科書に記載されている内容を中心に作題したものである。教科書を勉強してい
れば十分であるが、その際、分野ごとの関連も意識して学習することが大切である。身につけた個々の知識
を、いくつかのキーワードを使って簡潔な文章にまとめることなどによって、有機的に結びつけておくこと
が求められる。

２　採点後の講評
〔理科－化学基礎〕
　設問［I］は、物質の構成に関する問題である。問１は純物質・混合物・単体・化合物の説明文が穴埋めに
なっている。問２は 12 種類の物質を混合物・単体・化合物に分類する問題であり、問３は混合物の分離・精
製の方法について問う内容となっている。化学基礎の物質を探求する一歩として設けられている分野でもあ
り、平均点は 25 点満点で 20.5 点（82.0％）と非常に高い正答率であった。
　設問［Ⅱ］は、金属結合に関する問題である。問１は金属結合と金属の性質に関する問題である。問２は
金属の利用と特徴を結び付ける問題であり、問３は銅の錆に関する問題である。金属の利用という日常生活
とかかわりのある内容ではあったが、設問［Ⅱ］の平均点は 25 点満点で 15.3 点（61.3％）と低い正答率で
あった。特に問３に関しては不正解がほとんどであった。
　設問［Ⅲ］は、物質量を主体とした計算問題である。例年、計算問題は平均点が低く今回も 25 点満点で
12.8 点（51.3％）と大変低い正答率であった。計算能力が必要不可欠な学科であることから、本問題ができ
ることは重要である。さらに、有効数字についての理解度も十分ではないことが窺えた。
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　設問［Ⅳ］は、金属の酸化還元反応に関する問題である。金属のイオン化傾向の説明文を完成させる問題
からはじまり、金属の水溶液に金属片を浸して放置する実験に関する問題と、最後はイオン化傾向の順番を
問う問題の３問で構成されている。平均点は 25 点満点で 19.3 点（77.3％）と高い結果となった。
　化学基礎では、設問［Ⅲ］の計算問題の正答率が非常に低くいことや、設問［Ⅱ］の銅の錆に関する問題
の正答率が低いなど、偏りが見られた。しかし、全体の平均点は 68.0 点と７割近い結果となった。昨年度も
講評で記したが、計算力や有効数字に関しては熟知しておくことが重要である。

〔理科－生物基礎〕
　設問〔Ⅰ〕は、遺伝子とそのはたらきに関する問題である。問１は、ゲノムの遺伝情報や細胞分裂とDNA
との関係に関する問題であり、数題にわたって受験者の理解度を測る。問２は、ゲノムの特徴やそのはたら
きについて、計算問題により受験者の理解を測る。生物の生命活動の存続に必要なすべての遺伝情報を担っ
ている遺伝子について理解しておく必要がある。分野ごとの関連を意識して学習することにより、個々の知
識を結びつけて理解しておくことが求められる。平均点は、25 点満点で 8.6 点（34.4％）であった。
　設問〔Ⅱ〕は、生物の体内環境の維持に関する問題である。問１は、哺乳類の循環系について、循環系の
模式図から読み取る形式で数題にわたって受験者の理解度を測る。哺乳類の心臓を中心とした循環系のしく
みと全身を循環する血液の特徴について理解しておく必要がある。平均点は、25 点満点で 12.2 点（48.9％）
であった。
　設問〔Ⅲ〕は、生物の生命活動における代謝に関する問題である。問１～問 6は、生体内で代謝を行う酵
素について、実験方法や実験結果について問う形式で、各問いにわたって受験者の理解度を測る。生体内で
多くの化学反応からなる代謝における酵素のはたらきについて理解しておく必要がある。平均点は、25 点満
点で 14.3 点（57.4％）であった。
　設問〔Ⅳ〕は、生物の体内環境の維持に関する問題である。問１～問 3は、生体防御反応の免疫に関わる
細胞とその仕組みについての問題である。ヒトには病原体を排除する免疫と呼ばれる仕組みが備わっている
ことを理解しておくとともに、免疫の仕組みによる反応を正確に覚えておく必要がある。いずれも頻出分野
からの出題であり、正確な知識を身につけていることが求められる。平均点は 25 点満点で 15.3 点（61.0％）
であった。

一般選抜　英語（文学部・栄養科学科部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　基本出題構成は、【第 I問 =文法、文章意図読解、第 II問＝短い対話と長い会話の内容読解問題、第 III問
=図、グラフの読み取り、第Ⅳ問=読解問題】である。第 I問では、文中への適語の補充、先行する一文を
読んだ上での後続文の予測を出題した。第 II問では対面会話内容からそこに埋め込まれた心理予測する問題
と、インターネット上での双方向応答問題を出題した。第 III問では統計資料の読み取りを出題した。第Ⅳ問
は長文読解問題とした。

２　採点後の講評
（ア）（文学部）
　最高点は 96 点、最低点は 15 点、平均点は 55.5 点であった。
〔Ｉ〕
　　問１　文中の空所に入れるべき適語を選択する問題である。（3）の正答率が顕著に高い一方、（2）と



− 6 −

（4）の正答率が低く、殊に（4）の正答率は 12％を切った。（2）では、人と人とを「結びつけるも
の」を「道具」に譬えると何が連想されるか、想像して欲しい。（4）では、ガラス窓の先にある暗
い室内に目を凝らす時、手はどのような形になるか、想像して欲しい。

　　問２　先行する文章を受け、その内容を咀嚼した上で、後続するのに適切な文脈を選択する問題である。
（7）の正答率が高く（5）と（6）は 40%前後だった。（5）はここのところ毎年出題される聖句から
の引用であり、事前対策をして欲しい。

〔Ⅱ〕
　　問１　会話の流れを理解し、そこに出来している事態の真相を問う問題である。（10）の正答率が他の２

問に比べやや低かった。degreeは「温度」と「角度」二つの意味を持つ単語として扱われている。
　　問２　会話の脈から一方の話者の心情を推し量り、適切な回答を選択する問題である。（11）の正答率が

他の２問に比べ低かった。「大学は本来どのような場なのか」という問いに思いを馳せればおのずと
正解が導かれる。

　　問 3　英語による比較的長い会話における対話内容が理解できるかを問う問題である。この部分におけ
る正答率は全体的として高い結果となった。特に、（14）の正答率は 90％、（17）の正答率は 80％で
あった。

　　問４　インターネット上のウェブサイトでの対話文の理解を問う問題である。この内容におけるAIの
カスタマーサービスとのコミュニケーションの難しさを理解して欲しい。この部分における正答率
は 49％から 75％であった。大多数がこの部分のすべての問題の正答を選んだ。正答率が最も低かっ
た問題は（20）である。Mayflower Codeの後の thatで始まるフレーズをよく読めば、Mayflower
Codeの役割がわかるだろう。

〔Ⅲ〕グラフや表を読み取ることができるかを問う問題である。
　　問１　インドの独立以来の発展を様々な統計から読み取る問題である。（23）の正答率は 70％と高いが、

（22）、（24）、（25）の正答率は 40％台となっており、比較すると低かった。
　　問２　先進国の賃金におけるジェンダーギャップをグラフから読み取る問題である。この部分の結果で

特徴的なことは、他の問題と比較すると（26）の正答率が 49％と低いことである。（27）から（29）
の正答率は約 80％となっており、（26）と比較すると高かった。（26）では、このグラフは基本的に
勤務時間には関係がないが、残念ながら、多くの受験者が①を選んでしまった。

〔Ⅳ〕　日本国の SDGsについての積極的な取り組みと日本の取り組みの問題点などを説明した文章である。
読解の問題には苦戦したようであった。その中でも５０％以上の正答率があったのは（33）だけであっ
た。特に、（30）と（31）では、大多数の受験者が正答を選ぶことができなかった。

（イ）（栄養科学部）
　最高点は 86 点、最低点は 17 点、平均点は 48.7 点であった。
〔Ｉ〕
　　問 1　文中の空所に入れるべき適語を選択する問題である。（2）の正答率が９％、（4）の正答率が３％

で顕著に低かった。（2）では、人と人とを「結びつけるもの」を「道具」に譬えると何が連想され
るか、想像して欲しい。（4）では、ガラス窓の先にある暗い室内に目を凝らす時、手はどのような
形になるか、想像して欲しい。
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　　問２　先行する文章を受け、その内容を咀嚼の上で、後続するのに適切な文脈を選択する問題である。
（7）の正答率が高く、（5）と（6）は 50%以下だった。（6）は③を選択する傾向があったが、多文
化国家の中においては、どこに属する文化がその国において最高であるか、といった問いは無効で
ある。

〔Ⅱ〕
　　問１　会話の流れを理解し、会話内の特定の発言や行動の意味を読み取る問題である。（8）と（9）の正

答率が 70%を超えているのに対し、（10）の正答率が 40％台と他の 2問よりも際立って低い結果と
なった。欧米で温度を数値化する際に「華氏」を用いる場合があることに気づいて欲しい。

　　問 2　会話の文脈から一方の話者の心情を推し量り、適切な回答を選択する問題である。（11）の正答率
が他の２問に比べ顕著に低かった。④を選択するケースが目立ったが、Ｂの発言からその心情に深
く入り込む努力をして欲しい。

　　問３　英語による比較的長い会話における対話内容が理解できるかを問う問題である。この部分におけ
る正答率は全体的として高い結果となった。特に、（14）の正答率は 86％、（16）の正答率は 83％で
あった。

　　問４　インターネット上のウェブサイトでの対話文の理解を問う問題である。この部分における正答率
は 40％から 66％であった。（18）では、大多数が正答を選ばなかった。fixed savings account は定
額貯金口座というものである。この内容におけるAIのカスタマーサービスとのコミュニケーショ
ンの難しさを理解して欲しい。

〔Ⅲ〕グラフや表を読み取ることができるかを問う問題である。
　　問１　インドの独立以来の発展を様々な統計から読み取る問題である。（23）の正答率は 71％と高いが、

（22）、（24）、（25）の正答率は 30％から 40％台となっており、（23）と比較すると低かった。
　　問２　先進国の賃金におけるジェンダーギャップをグラフから読み取る問題である。この部分の結果で

特徴的であるのが、他の問題と比較すると（26）の正答率が 31％で低いことである。（26）では、残
念ながら、このグラフが各国間の女性の賃金の比較は示していないが、女性の賃金は男性の賃金よ
り低いことを全体的に示していることを多くの受験者が理解できず③を選んでしまった。

〔Ⅳ〕　日本国の SDGsについての積極的な取り組みと日本の取り組みの問題点などを説明した文章である。
読解の問題には苦戦したようであった。その中でも５０％以上の正答率があったのは（33）だけであっ
た。特に、（30）、（31）、（34）では、大多数の受験者が正答を選ぶことができなかった。
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令和６年度　盛岡大学学校推薦型選抜　小論文（文学部）

論考 2023「自考」深める大切さ　生成 AI の活用いかに　岩手日報　2023 年５月 20 日（共同通信配信）
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令 和 六 年 度 盛 岡 大 学 総 合 型 選 抜 （ 併 願 制 ） 小 論 文 （ 文 学 部 ）



− 11 −



− 12 −

令 和 六 年 度 盛 岡 大 学 一 般 選 抜 試 験 問 題 国 語 （ 文 学 部 ）
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（ 小 川 洋 子 『 か わ い そ う な こ と 「 口 笛 の 上 手 な 白 雪 姫 」 』 に よ る ）
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令和６年度　一般選抜試験問題解答例

国語　　配点 100 点
〔一〕問一　ア 鼓動　　　イ 凝　　　ウ 愚
　　　　　 エ 鋼鉄　　　オ 緩（弛）

（2点× 5）
　　 問二　⑴ ④　 ⑵ ②　 ⑶ ① （3点× 3）
　　 問三　② （4点）
　　 問四　① （5点）
　　 問五　③ （5点）
　　 問六　④ （6点）
　　 問七　写真に写っている五人のうち、一人
　　　　　 だけ名前が記されていないこと。

（6点）
　　 問八　③ （5点）

〔二〕（甲）
　　 問一　ア そこう　　イ かんぼつ
　　　　　 ウ 奴隷　　　エ 切迫
　　　　　 オ 恒常 （2点× 5）
　　 問二　⑴ ③　 ⑵ ⑤　 ⑶ ④ （3点× 3）
　　 問三　① （5点）
　　 問四　② （5点）
　　 問五　自明性に埋め込まれていた私（4点）
　　 問六　⑤ （6点）
　　 問七　③ （6点）
　　 問八　③ （5点）

〔二〕（乙）古文
　　 問一　⑴ ④　 ⑵ ② （3点× 2）
　　 問二　ア　イ　エ　キ （完答で 3点）
　　 問三　高貴で裕福な女性と結婚すること。

（4点）
　　 問四　師のもと近き人 （3点）
　　 問五　① （3点）
　　 問六　⑤ （4点）
　　 問七　③ （2点）

〔二〕（乙）漢文
　　 問一　ア しばしば（たびたび）
　　　　　 イ あへて（あえて）
　　　　　 ウ すなはち（すなわち）

（2点× 3）
　　 問二　未二嘗屈辱一 （4点）
　　 問三　③ （4点）
　　 問四　威王 （3点）
　　 問五　④ （4点）
　　 問六　⑤ （4点）
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令和６年度　一般選抜試験問題解答例

理科　　配点100点
化学基礎
Ⅰ　（25 点）

問１　a 純物質　b 混合物　c 単体
　　　d 化合物 （2点× 4）
問２　b ② ④ ⑤ ⑥
　　　c ① ③ ⑧ ⑫
　　　d ⑦ ⑨ ⑩ ⑪ （1点× 12）
問３　① 抽出　② クロマトグラフィー
　　　③ 昇華　④ 再結晶　⑤ 分留

（1点× 5）

Ⅱ　（25 点）
問１　① 自由電子　② 金属結合
　　　③ a 熱伝導性　b 電気伝導性
　　　④ 銀　⑤ c 展性　d 延性

（2点× 7）
問２　ア ③　イ ② or③　ウ ① or③
　　　エ ② or④ or⑥　オ ③
　　　カ ⑤　キ ② or④　ク ②

（1点× 8）
問３　緑青（塩基性炭酸銅または
　　　塩基性硫酸銅も正解） （3点）

Ⅲ　　（25 点）
⑴ 4.0%　⑵ 0.30mol/L　⑶ 10.3g
⑷ 15mol/L　4.0 or 4.1mL

（3 点× 5）
⑸ 2C3H8O+9O2 → 6CO2+8H2O
　 （2C3H7OHも可） （4点）
　 1.01 × 103L （3 点）
⑹ 15mL （3点）

Ⅳ　　（25 点）
問１　① a　② a　③ b　④ a
　　　⑤ b　⑥ a　⑦ a （1 点× 7）
問２　① Pb　② Zn2+　③ Zn　④ 銅
　　　⑤ 銅樹　⑥ Cu　⑦ Fe2+　⑧ Fe
　　　⑨ b　⑩ Cu2+　⑪ 銀樹
　　　⑫ Ag　⑬ a

（1 点× 11）
（⑤ 2点　⑪ 2点）

問３　鉄 ＞ 銅 ＞ 銀 （3点）
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令和６年度　一般選抜試験問題解答例

生物基礎
Ⅰ　（25 点）

問１　⑴ ア 30
　　　　 イ 20,000 ～ 22,000
　　　　 ウ 1 ～ 2 （2 点× 3）
　　　⑵ ① 46（本）　② 92（本）
　　　　 ③ 23（本） （1点× 3）
　　　⑶ ① 2（組）　② 4（組）
　　　　 ③ 1（組） （2点× 3）
　　　⑷ ② ③ （2点）
問２　⑴ 1.6（mm）　　⑵ 80（%）

（4点× 2）

Ⅱ　（25 点）
問１　⑴ ア 肝臓　　イ 右心室
　　　　 ウ 左心室　　エ 左心房
　　　　 オ 肺　　カ 肝門脈
　　　　 キ 肺動脈　　ク 肺静脈

ア 1点
（イ～ク）2点× 7

　　　⑵ ① f　② b　③ c　④ l
（2 点× 4）

　　　⑶ A 体　B 肺 （1点× 2）

Ⅲ　（25 点）
問１　酸素　　　　　　　　　
問２　対照実験　　　　　　　

（2点× 2）
問３　触媒作用を持たない物質が過酸化
　　　水素水に加えられても、酸素は発生
　　　しないことを示すため （3点）
問４　X 気体が発生（発生する）、有り（有）
　　　Y 気体が発生（発生する）、有り（有）
問５　⑴ タンパク質　　⑵ ②
　　　⑶ 基質特異性 （2点× 5）
問６　①葉緑体　②ミトコンドリア

（2点× 4）

Ⅳ　（25 点）
問１　ア 自然　イ 獲得（適応）
　　　ウ 抗体（免疫グロブリン）
　　　エ トル（Toll）
　　　オ 主要組織適合（遺伝子複合体）
　　　　 （MHC）

（2点× 5）
問２　⑴ 〇　⑵ ×　⑶ ×
　　　⑷ ×　⑸ 〇 （1点× 5）
問３　⑴ アレルゲン　⑵ 自己免疫疾患
　　　⑶ ワクチン　　⑷ 拒絶反応
　　　⑸ 後天性免疫不全症候群
　　　　 （AIDS）（エイズ）

（2点× 5）
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令和６年度　一般選抜試験問題解答例

英語　配点 100 点
〔Ⅰ〕　問１　⑴ ①　　⑵ ④　　⑶ ②　　⑷ ③	 （2 点× 4）
　　　問２　⑸ ③　　⑹ ②　　⑺ ①	 （2 点× 3）

〔Ⅱ〕　問１　⑻ ③　　⑼ ②　　⑽ ②	 （2 点× 3）
　　　問２　⑾ ③　　⑿ ②　　⒀ ①	 （3 点× 3）
　　　問３　⒁ ③　　⒂ ②　　⒃ ②　　⒄ ③	 （3 点× 4）
　　　問４　⒅ ④　　⒆ ③　　⒇ ②　　㉑ ④	 （3 点× 4）

〔Ⅲ〕　問１　㉒ ②　　㉓ ④　　㉔ ②　　㉕ ③	 （3 点× 4）
　　　問２　㉖ ④　　㉗ ④　　㉘ ①　　㉙ ③	 （3 点× 4）

〔Ⅳ〕　問　　㉚ ②	 （3 点）
　　　　　　㉛ ④　　㉜ ③　　㉝ ①　　㉞ ④　　㉟ ③	 （4 点× 5）

M　E　M　O
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盛岡大学・盛岡大学短期大学部　資料請求における個人情報の取扱いについて　
　ご提供いただいた個人情報は、学内で管理し、大学案内や願書、オープンキャンパスの案内等本学の情報の
発信のため以外には使用しません。学内資料作成のために個人を特定しない形で、統計的な調査に使用する場
合があります。
　今後、本学からの資料の発送等の情報提供が不要の場合は本学入試センターにご連絡ください。




